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「２０１０年第１・四半期のベトナム経済動向」 

【出所：ベトナム統計総局・ベトナム中央銀行 HP 他より】 
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【２０１０年第１・四半期のベトナム経済動向】 

 

（１） ２０１０年第１・四半期（１～３月期）のベトナムの国内総生産（ＧＤＰ）成長率は前年同期比＋５．８％となりました。

分野別では、農・林・水産業分野が３．５％増、鉱工業・建設業分野が５．７％増、サービス産業分野が６．６％

増でした。 

（２） ２０１０年１～３月の消費者物価指数（ＣＰＩ）は＋８．５％となりました。 

（３） 輸出額は前年同期比1.6％減の１４０億１，４００万米ドルにとどまりました。品目別の輸出額では、繊維・縫製品

が最大（前年同期比では１２．３％増）となりました。次いで原油（同９．６％減）、履物（同１０．１％増）、水産物

（同１４．５％増）と電子機器・PC(同４０．７％増)の順でした。また石油製品や鉄鋼材料等の国際価格高騰を背

景に輸入額は前年同期比３７．６％増の１７５億２，５００万米ドルに増加、貿易赤字は３５億１，１００万米ドルで

した。 

（４） 外国直接投資（ＦＤＩ）の新規案件（２０１０年１月１日～３月２２日の累計）は件数で前年同期比４０．９％減の  

１３９件、金額で同４０．５％減の１９億２，４３０万米ドルとなりました。 

新規案件のうち国・地域別の投資額では、米国が首位となり（９億１，９２０万米ドル/１４件）、韓国 （５億６５０万

米ドル/２３件）、とシンガポール（１億３，６９０万米ドル/１５件）がこれに続きました。日本は投資額では１，９３０

万米ドル（９位）、件数ではシンガポールと同じ１５件（３位）となっています。 

 

【為替状況】 

（１） ２０１０年３月３１日現在、ベトナムドンの対米ドル公式為替相場は、１米ドル＝１８，５４４ドンとなっています。 

 

 

 2005年 2006年 2007年 2008年 

 

2009年 

 

2010年 

（1～3月） 

実質GDP成長率（％） 8.4 8.2 8.5 6.２ 5.3 5.8 

消費者物価指数（CPI）上昇率（％） 8.3 7.5 8.3 23.0 6.9 8.5 

為替レート（対米ドルレートの期末値） 15,916 16,054 16,145 16,977 17,941 18,544 

輸出額（米ドル） 324億4,190万 398億2,621万 483億8,000万 626億9,000万 565億8,400万 140億1,400万 

輸入額（米ドル） 369億7,800万 448億9,112万 608億3,000万 807億2,000万 688億3,000万 175億2,500万 

直接投資（認可ベース）       

   新規（件数） 922 914 1,400 1,171 839 139 

 新規（金額）（米ドル） 42億6,840万 88億2,720万 176億 602億7,120万 163億4,540万 19億2,430万 

 

 


